
年　度 R3

シート№ 68

シート名

款 項 目

8 2 1 事業 6,930 千円

8 2 2 事業 167,203 千円

8 2 2 事業 68,500 千円

8 2 2 事業 152,530 千円

8 2 3 事業 88,919 千円

8 2 3 事業 7,238 千円

8 2 3 事業 33,615 千円

合計 524,935 千円

H28

888.9

939

37.3

H28実績

01 5

0101 214

010101

010102

010103

4,990

02 1

0201 7

020101

020102

020103

020104

0202 590

020201

020202

020203

0203 100

020301

020302

020303

0204 8

020401

020402

020403

-

03 100

0301 5

030101

030102

030103

030104

030105

0302 102

030201

030202

030203

0303 -

030301

030302

139,588

81,772

-

6,600

0

100

○

○

○

○

○

○

68,500

○

○

○

-

6

正規
会計年
度任用

→

目標 達成

→

備　　　　　　　考目標

事務費のみ

893.6（公示）

維持補修集計

道路改良率
＝改良済延長/認定
道路延長(公示)

道路占用　287
（一般78）（公益211）

通行規制件数　6件

再任用

13.0 0.0 1.0

すべてのシートの合算 18.0 0.0 1.0

○

152,530

事業名 橋梁長寿命化修繕事業 年度別決算・予算額（千円） 69,856

事業名 道路長寿命化修繕事業 年度別決算・予算額（千円） -

150,618 167,203

舗装性能点検路線数

36,333

147,221

151,913

0

道路通行における安全性の向上を図る 補修率（％） 100 100

ﾊﾟﾄﾛｰﾙ実施回数（回/週） 5 5

-

51 78 →

114,009 70,138

2,200

地震時に於けるパトロール(震度4以上)

点検調査橋梁数（橋） 76

5 →

-

100

年度別決算・予算額（千円） - - -

5

100

道路維持管理事業 年度別決算・予算額（千円） 136,157 142,128

-

81

1

→

占用申請時における他工事との工期重複の対応

8,679

807

6,930

→

損傷箇所・緊急箇所の補修工事の実施

道路損傷箇所等の早期発見

1 →

３年間掘り返し防止の徹底

道路工事の指導 工事重複事業者打合せ （回/年） 4 4 3

通行規制協議書申請件数 4 9 4 ↑

→100

R2実績

R元

38.4

達成

893.6

38.5

635

↑

R元実績

○

○

市道の路線認定及び廃止

道路台帳の整備

官民境界の立会い

→

道路等の財産管理 新規市道認定路線数 4 6 3 →

道路等の財産管理 境界立ち合い件数 187 209 143

0 ○

○

Ⅵ　便利で快適な住みやすいまち

人工

このシートの行政活動（手
段）を遂行するための職

員数（実配置ベース）

このシートの行政活動（手段）を遂行するための事業予算額
(R3年度予算額)

公共用地（道路・河川・法定外公共物）の財産
管理をおこなう

↓

道路拡幅整備により安全で快適に通行できる

道路実延長（百km） 889.1 891.9 893.5 →

道路施設の機能が良好な状況に管理されている
補修要望件数（件） 733 612 823

任　務　目　的 指　　標 備　　　　　　　　　　考
H29

施策の方向

Ⅵ－１８　市内移動手段の利便性、安全性の向上のため、道路や橋りょうなどの整備と維持
管理を行います。また、歩行者の安全確保に配慮するとともに、自転車の利用者が安心して
通行できるよう安全対策に努めます。

事業名 予算額

過去の実績

R2

道路維持管理

道路台帳整備

橋梁長寿命化修
繕
道路長寿命化修
繕

道路新設改良

茂林寺前駅西側
区域整備

道のでこぼこ解消

道路占用物件のパトロール強化

復旧工事の完了報告

道路占用等の許可件数 739

長寿命化修繕計画の策定

道路橋の保守点検

道路占用料の徴収

法定外公共物使用料の徴収

行政財産目的外使用料の徴収

道路占用料等の徴収事務 道路占用料等徴収率（％）

アンダーパス排水施設の維持管理

道路舗装の長寿命化を図る

544

損傷箇所・緊急箇所の補修工事を実施

幹線道路の点検調査を実施

道路側溝清掃業務の実施

道路・法定外公共物等の許可

迂回路等による警察との協議

道路占用・法定外公共物使用の許可

業務棚卸表
（総合計画施策説明表）

所　属 都市建設部 道路河川課

道路

第五次
総合計画

190

H30実績H29実績指標行政活動(手段)
業務コード

（2桁・4桁・6桁）

道路改良率（％） 37.5 38.0

H30

施策目的
（上位目的）

18　人や物が移動しやすく、快適な生活がおくれるまちになる

基本目的

事業名 道路台帳整備事業 年度別決算・予算額（千円） 6,480 6,966

730

道路占用工事等の許可

- 3

橋梁の長寿命化を図るための点検調査を実施

100100

道路工事連絡協議会開催 （回/年） 1 1

地域区長との工期調整

事業名 道路維持管理事業

道路承認工事の許可

特殊車両通行の許可

関係者との調整を図る

道路パトロールの実施

補修要望箇所等の現地確認と取りまとめ

国・県の発注工事との調整

事業名

道路工事連絡協議会
重複箇所

公共物　31
道路承認工事　16
特車　210



04 918

0401

040101

040102

040103

0402 4

040201

040202

040203

0403 16

040301

040302

040303

0404 3

040401

040402

040403

123,577

6,577

05 103

0501 1

050101

050102

050103

0502 1

050201

050202

050203

0503 2

050301

050302

050303

15,150 33,759

○

○

○

○

○

→

→

→ ○

○

→

33,615

○

16

10

1,437

第五次総合計画　後期基本計画【Ｈ２８年度～Ｒ２年度】期間におけるシートの総括

31,568

7,920 7,238

検討箇所（箇所） 4 5

県施工に伴い影響する市道部の改修案作成

現地調査の実施

地元代表者等からの意見を聴取

警察及び関係機関との協議

整備計画を策定する 計画路線数（路線） 1 1 1 →

区長等から要望された路線の精査

改良路線の選定や改良方法の検討

関係機関との協議

整備工事の実施 整備路線数（路線） 3

・　900km弱もの延長を有する市道にあって、道路改良率においては徐々にではあるが着実に
上昇させることができた。
・道路補修要望件数は計画期間で減少傾向にあったが、令和2年度は増加に転じた。週5回の
パトロールによる損傷箇所の早期発見、直営での補修対応が効果を上げているものの、老朽
化が進む道路施設、舗装の補修や街路樹管理などに係る多種、多様な要望が増加している。
・道路、法定外公共物等の許可等は計画期間内は増加傾向にあったが、令和2年度は申請数
が減少した。

→

1,226

事業名 道路新設改良事業 年度別決算・予算額（千円） 113,394 101,794 96,433 88,917

総括を踏まえた、第６次総合計画につながる今後の考えや方針等

・　効果的な整備となる様、各路線の優先順位を考慮したうえで更に着実に整備を推進する。
・　毎日の道路パトロールの継続と道路占用箇所の本復旧の指導、完了確認を確実に行うことで、さらなる損傷抑
制と早期損傷発見、補修を実施し、安心して通行でき、快適な生活に寄与する道路の維持管理に努めたい。

電柱等支障物件の移転協議

地元地権者との調整

整備工事の実施

事業名 道のでこぼこ解消事業 年度別決算・予算額（千円） 30,613

1

1

1

28,565

危険箇所の把握 調査路線数（路線） 1 1 1 →

2 2 →

172 126.6 →105

4

94,035

6,809

2

6,080

公安委員会等関係機関協議

改修案をもとに地元説明会の実施

事業名 茂林寺前駅西側区域整備事業 年度別決算・予算額（千円） 8,111

歩道等の段差を解消し安全な通行を確保する 改良延長（ｍ） 244

区長等から拡幅要望された路線の精査

地元区長と整備計画について協議

事業計画を策定

国県道と市道の交差点を改良する

身近な道路整備を図る 改良延長（ｍ）

現地調査を実施する

現況測量の実施

用地境界立会の実施

補償物件調査の実施

拡幅計画を基に地元説明会を実施

道路整備箇所の選定

19整備の実施

用地及び補償契約の締結

拡幅工事の実施

1,001 1,462

調査路線数（路線）

16

4

11

6 3

改良工事路線数（路線）

市道2級6号線(江川
橋)ほか9路線

市道5263号線ほか15
路線

市道5350、5012、
6423、5263号線

市道4103号線

市道4103号線

市道4103号線



年　度 R3

シート№ 69

シート名

款 項 目

8 3 1 事業 21,338 千円

8 3 2 事業 82,156 千円

11 1 1 事業 10 千円

事業 千円

事業 千円

事業 千円

合計 103,504 千円

H28

72

87.9

71.5

H28実績

01 100

0101 5

010101

010102

010103

010104

0102 0

010201

010202

20,487

0

02 381.0

0201 0

020101

020102

020103

020104

0202 2

020201

020202

020203

0203 3

020301

020302

020303

186,181

0.0 0.0

18.0 0.0 1.0

このシートの行政活動（手
段）を遂行するための職

員数（実配置ベース）人工

すべてのシートの合算

○

○

○

○

調査水路数（路線） 2 2 1 →2

2 2 →

○

○

○

○

○

災害復旧事業

×

河川水路維持管理

幹線排水路整備

このシートの行政活動（手段）を遂行するための事業予算額
(R3年度予算額)

事業名 予算額

正規
会計年
度任用

再任
用

5.0

施策目的
（上位目的）

04　災害に強く、犯罪のない安全安心なまちになる

施策の方向

Ⅰ－０４　雨水の急激な流出を抑制し、排水機能を強化するため、雨水の一時貯留や浸透に
努めるとともに、準用河川や幹線排水路及び雨水きょなどの排水処理を計画的に整備、改
修し、維持に努めます。

業務棚卸表
（総合計画施策説明表）

所　属 都市建設部 道路河川課

河川

任　務　目　的 指　　標 備　　　　　　　　　　考
H29 H30 R元

過去の実績
目標 達成

R2

第五次
総合計画

基本目的

Ⅰ　より良好な環境の形成・保全と安全安心なまち

準用河川や幹線排水路などの機能が維持管
理されている

補修要望件数(件) 68 58 79 ↓96

準用河川や幹線排水路などが整備され水害の
少ないまちになる

準用河川改修率(%) 88.7 89.0 89.3 ↑

幹線排水路改修率(%) 71.8 76.8 76.8 ↑

89.7

76.8

備　　　　　　　考

準用河川及び幹線排水路等の維持管理を行う 補修率（％） 100 100 100 →

R2実績 達成

100

21,338

5 5 →

通報やパトロールにより浸水・危険箇所を確認

河川水路・調整池の浚渫・除草等管理業務の実施

関連電気設備の保守点検

業務コード
（2桁・4桁・6桁）

行政活動(手段) 指標 H29実績 H30実績 R元実績 目標

0

19,569

0

事業名 河川水路維持管理事業 年度別決算・予算額（千円） 19,723 17,134 19,334

改修要望及び被害状況の精査

用地境界立会いの実施

補償物件調査の実施

整備を実施する 実施水路数（路線） 2

事業名 災害復旧事業 年度別決算・予算額（千円） 0 0 0 10

準用河川及び幹線排水路の整備を図る 宮田川整備済延長(m) 420.0 428.6 494.1 ↑

整備計画を策定 計画水路数（路線） 0

ﾊﾟﾄﾛｰﾙ実施回数（回/週） 5

1 →

525.2

2

・　延長62kmを超える河川・水路にあって、徐々にではあるが着実に整備率を伸ばすことができ
た。
・　計画期間を通じて、大きな緊急工事実施はないものの、日常的なパトロール実施にも関わら
ず、要望件数は除草要望が増加したことにより増加に転じた。

・　従来どおり整備率の向上を目指すことは勿論、土地利用状況の変化等を機敏にとらえ効果的かつ経済的な整
備となる様、更に計画を練り上げる。
・　継続したパトロールを実施し、損傷、不具合の早期発見、補修に努めるとともに除草要望に対して早期に対応
するための既存の除草業務の内容を見直していく。

整備計画を基に地元説明会の実施

用地及び補償物件の契約締結

改修工事の実施

事業名 幹線排水路整備事業 年度別決算・予算額（千円） 211,693 81,120 51,288 82,15643,436

第五次総合計画　後期基本計画【Ｈ２８年度～Ｒ２年度】期間におけるシートの総括 総括を踏まえた、第６次総合計画につながる今後の考えや方針等

3 宮田川・宮田2号幹線
排水路・赤土幹線排
水路

実施計画案の策定

事業化に向けて上位機関との協議

地元区長等と整備計画の協議

現地調査を実施する

宮田2号幹線排水路

宮田川

宮田川2工区・宮田2
号幹線排水路現況測量の実施

緊急工事の実施

0

浸水・危険箇所を取りまとめ

5

緊急工事を実施する 緊急工事実施箇所(件) 0 0 0 →

損傷及び緊急箇所を特定

河川水路の状況を確認


